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１．概要（Summary） 

飲み込み型センサー[1]は、深部体温の定期的なモニ

タリング[2]や胃腸管内ガスのセンシング[3]といった幅広

い範囲での応用が期待されている。現在、提案されてい

る多くのデバイスはマクロ電池を電源として採用している。

しかし、デバイスの摂取を容易にし、消化管内での滞留を

避けるためには、生体適合性のマイクロ電池によって駆

動する、より小型のデバイスが必要である。本プロジェクト

の目標は、既存の MEMS 製造プロセスを最適化して利

用することで、生体適合性のマイクロ電池を開発すること

である。Fig. 1に、AgCl陰極、Zn陽極および電池を活性

化するために胃液の取り込みを行うマイクロ流路の構成

要素からなるマイクロ電池の概略図を示す。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マイクロ X 線 CT (コムスキャンテクノ ScanXmate 

D160TS110) 

【実験方法】 

マイクロ電池のAgCl陰極は、スパッタリングで成膜した

Ag 膜 （標準厚さ 3 µm） を、1 M KCl 水溶液中で電気

化学的に酸化することによって作製した。 Zn 電極も同様

に、標準厚さ 3 µm でスパッタリングすることによって作製

した。マイクロ流路構造は、Si ウェハに標準的なフォトリソ

グラフィと深掘り反応性イオンエッチングを行うことで作製

した。次に、ガラスと Si ウェハを、陽極接合した。接合後、

ウェハを個々の5 × 5 mm2のマイクロ電池にダイシングし

た。その後、作製したマイクロ電池を 5 µAの定電流モード

でテストした。Fig. 2a に、マイクロ流路構造無しのマイクロ

電池の放電曲線の例を示す。完全なマイクロ電池の場合、

 

Fig. 1 Overview of microbattery device consisting of 
the microelectrodes realized on a glass wafer and 
the microfluidic component (Si).  

 
Fig. 2 Discharge curves for microbatteries and 
characterization of completed microbattery by 
micro-CT a, Variation of cell voltage over time at a 
current of 5 µA. b, Analysis of microbattery by 
micro-CT. The model in the center indicates the 
position of the different cross-sections through the 
reconstructed microbattery. 



放電は得られなかった。陽極接合後のマイクロバッテリの

完全性を検査するために、マイクロ CTを実施した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

マイクロCT測定の例をFig. 2bに示す。中央は完全に

再構成されたマイクロ電池の図、左と右は軸/垂直両方向

の断面図である。マイクロ CT によって、製作したマイクロ

バッテリを分析し、薄膜電極の完全性を確認することが可

能になった。今後、マイクロ電池の放電時間を延長するた

めに、特に厚さに関してさらに最適化する必要がある。ま

た、陽極接合プロセスの影響を調べるために、完成したマ

イクロ電池をマイクロ CTで分析する予定である。 
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